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ある が
,

バ イ パ ス 術の 併月] は術後の 腸管虚rrlL の リ

ス クを減 らす意味 で有効と考え られた .
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男児. 急激な腹痛を訴えた綾 シ ョ ､

ソ ク状

態と なり , 救急搬送された. 米院時,
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不敵 C T で 綾腹膜に 多量の 血牌 を;-. I)u
)
, め る腹部大

動脈破裂の 所見で あり ,
緊急手術を施行し た .
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同胞 で胸部 卜行大動脈を遮断綾, u e11胤 他部人動

脈 に は解離や癌化の 所 見なく
,
t e r m i n al a o r t a 分

蝦部 で 穿孔 して い た . 同部位に 1 () m m D a c r o n グ

ラ フ トを日] い て 人+二血管置検恥を行 っ た . 恥後虐

I(iL什 腸炎に よる 腹痛と 机(II. 便を認 め た が
,
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縞Ll に軽快退F左した . ク モ状指を認め
,
身f^ j叶見

より M a rf a n )),1 :
A
_ 候前 に 関連 した大r血管較思の 吋能

仕が 考え られた.
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直腸悲性黒色値 の 1 手術例 を経験 し た の で 報告

する . 癌イ列は 7 7 歳の 女性 . j :
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. 訴 は肝円 か ら の 山

((Il_ . 平城 1 4 年 7 )i 5 日より
,
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lLを認め , 迩医を

･妥諺 . 大1夙j(J 視鏡 で 蔚状線のl二順りに 4 c m 大 の 崇

色訓の 腫癌を認め ,
生検 で悪件黒色腫と診断 され

た. 同 8 )I1 3 0 日当村入院 し ,
同 9 月 6 日

,
脂会陰

式直腸切断術及び リ ンパ 節郭浦を施行 し た. 術後

病 flP_ 組 織 検 査 の 結 果 ,
鹿 塙 は ,

m a li g n a n t

m el a n o m a
,
深遠度は s m 3

,
1y l , v l , リ ン

パ 節転移

は認め なか っ た. 術後 3 ヶ月現存再発なく , 経過

細
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i 中 で ある . 直腸想件黒色腫は

,
綿な疾患で あ

り
,
ま た

, 早期に 血行性,
リ ンパ 行怖 に転移を来

たすため
,
予後不良な挟患 である . 治療は

,
化学

療法の 奏功率 が低く い ため
,
遠隔甑移 がな ければ

外科的に リ ン パ節部活を含め た手術を行う .

2 7 　 S 状 結 腸 癌 の 口 側 穿 通 か ら 生 じ た 腸 間 膜 膿 瘍

の 1 例
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に 穿辿を来 た し た1;I-. 桝を経験 し た
の で報告する .

打倒 は 7 0 歳のり川三. ,
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a , 激 に 発症 し た1 こ
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服部痛を
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,2 . 服部単純 X 線 にて右上服部に 結腸の

走行と はぎ･
=

fA な る 巨大15ii 常 ガス 修を,-
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. め る も f r e e

ai r は認め ず. 服部 C T に て 結腸腸閉月到プリに ガ ス 像

と発憤を認め
,
結腸脂開眼穿適の 諺断にて 緊急丁.

llf,( を施行 し た. 開腹J,)T
･

見 に て S 状結腸に 全倒件o )

肺癌を認め
,
その Fl 側の 矧訓膜に 穿通に よる巨大

艦塙を形域 して い た .

ハ ル ト マ ン手術を施行 した .

大腸穿孔で 腸間膜側の 脊適は棒め て 柿で あり ,
さ

らに 大腸癌 に伴 う腸間膜側 へ の 穿過 はほと んど報

告例が みられな い .

2 8 　 当 科 の 結 腸 癌 手 術 症 例 の 検 討
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1 9 9 1 咋か ら 1 1 年間の 結腸痛手1'ft[ 7 1 2 例を対象

に
, 手術成績を検討 した . 総過観察 6 7 4 例 ( 追跡

率 9 5 % )
,
観 矧モ耶削ま平均 5 1l :

A
- 4 ケ 月で あ っ た .

5 生率は仝例 で 6 3 %
,
1 0 生率は 5 1 % で あ っ た.

根治度別で は c u r A 7 9 %
,
c u r B 4 6 0/o

,
c u r C 0

0
/a .

柄則別で は 0 剃 9 4 %
,
二[ 期 9 6 %

,
山則 7 8 % ,

帆

a 期 7 7 y o
,
Ⅶ b 期 5 1 %

,
lV 期 6 % . 郭清度別で

は
,
ロ則と Ⅲ a 期 で D l 以 下に対 し D 2 以上 が有


